
経済効果も市場規模も、急速に拡大中！フェムテックが企業に必要な理由

フェムテックが働きやすい社会を作るカギに！
フェムテック企業200社* が大集結

報道関係者各位
Femtech Tokyo事務局

2023年9月20日

「生理・月経」「妊活・妊よう性」 「妊娠期・産後」「更年期・プレ更年期」など女性特有の健康課題は、企業が従業

員に寄り添い理解すべき社会課題として近年注目されています。女性が健康で快適に働き続けるための製品やサー

ビスを扱う企業200社*、650製品が集まる展示会を東京ビックサイトで3日間開催します。

取材申込・最新情報の受取りは こちら

フェムテック推進は約2兆円/年の経済効果がある！

2019年頃から、日本市場では様々なフェムテック製品やサービスが登場しています。健康経営の後押し

もあり、多くの企業で福利厚生の一環としても導入され始めています。経済産業省の調査では、フェム

テック推進で女性特有の不調や働きにくい環境が改善されると、その経済効果は2025年には約2兆円

*出展契約企業に加え、共同出展するグループ企業・パートナー企業数も含む

に達すると言われています。その内訳は、更年期分野

で年間1.3兆年、妊娠・不妊治療分野で年間5,000

億円、月経分野では年間2,400億円です。

また、フェムテックが推進されなかった場合、月経痛や更

年期の不調などによるパフォーマンス低下で経済的損

失額は、約4.900億円と試算されています。

フェムテックの普及は、「女性の働きやすい環境づくり」と

「経済的な好影響」に貢献します。

経済産業省「令和２年度産業経済研究委託事業働き方、暮らし方の変化のあり方

が将来の日本経済に与える効果と課題に関する調査報告書」 （作成：株式会社

日立コンサルティング）（3）経済に与えうるインパクトの考察 より

■ 本リリースに関する問い合わせ Femtech Tokyo事務局 広報担当：福島美咲 TEL:048-233-9478

https://entry.reedexpo.co.jp/expo/FEMTECH/?lg=jp&tp=press&ec=FEMTECH&em=pre1
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取材申込・最新情報の受取りは こちら

企業による具体的なフェムテック活用

健康課題を理由に離職や転職をした女性は３割以上！

2015年に「女性活躍推進法」、2018年に「働き方改革関連法」が成立して以降、女性の活躍は

様々なかたちで注目を集めてきました。しかし、女性が健康問題や妊娠や子育て、ライフステージの変化

を理由にキャリアを諦めなければいけないケースはまだ多いのが現状です。この状況を変えていかない限

り、真の「女性活躍」とは言えません。

女性は、20-30代の昇進時期と妊娠・出産時期が重

なります。不妊治療と仕事の両立をができず「仕事を辞

めた」「雇用形態を変えた」女性は32.9％にもなりま

す。また、働く女性45-59歳の更年期世代も増加して

いることから、フェムテックは女性だけの問題ではなく、企

業や社会全体の課題といえます。フェムテックの推進

は、いつまでも健やかに働ける社会を実現します。

厚生労働省：2017年「不妊治療と仕事の両立に係る諸問題についての

総合的調査研究事業」

（Q2．あなたは不妊治療と仕事の両立を、現在していますか）より。

今、大注目の「フェムテック×経営」が、女性の働きやすさに貢献する！

福利厚生の一環として、フェムテック・フェムケア製品、サービスを導入する企業が増えています。女性特有

の悩みを医師にオンラインで相談できるオンライン診療や、生理管理アプリの導入、妊活の専門家への

相談なども活用されています。また、自社だけで導入が難しい場合、適切なサービスのリサーチから制度

設計までをサポートする支援企業も増えてきています。さらに、健康経営優良法人認定の項目のひとつに

「女性の健康の維持・増進に関する取り組みの強化」があることから見ても、女性の心身の健康維持・増

進に企業が寄り添うことは必須になっていると言えます。ですが、依然としてフェムテックの啓発活動は必要

であり、社会への浸透は道半ばと言えます。 さらなるフェムテックの推進は、ライフステージや生活環境の

変化に問われない多様な人々が活躍できる社会の実現につながります。

■ 本リリースに関する問い合わせ Femtech Tokyo事務局 広報担当：福島美咲 TEL:048-233-9478

福利厚生として活用されるサービスをご紹介！

https://entry.reedexpo.co.jp/expo/FEMTECH/?lg=jp&tp=press&ec=FEMTECH&em=pre1


取材申込・最新情報の受取りは こちら

「女性活躍推進クラウド carefull（ケアフル）」
フェムテックの導入・制度設計支援サービス。
あらゆる従業員にとって「もっと働きやすい職場環境」を

実現し、採用強化や女性社員の離職防止に繋げま
す。習慣化までを一括でサポートをするサービス。

「福利厚生サービス TUMUGU（つむぐ）」
ライフステージサポートに特化した福利厚生サービ
ス。妊活、子育て、介護、更年期など、仕事との両
立を支援し。専門家への相談窓口提供、
キャリア相談など幅広く対応する支援サービス。

女性の健康課題の理解を深めるサービス

様々なライフステージの女性の悩みと健康をサポートする製品やサービスが一堂に出展

株式会社nanoni株式会社QOOLキャリア

■ 本リリースに関する問い合わせ Femtech Tokyo事務局 広報担当：福島美咲 TEL:048-233-9478
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「日本メディカルフェムケアアカデミー」
女性活躍推進や健康経営を導入、男女ともに働
いやすい環境づくりを考えている企業の働き方改革
をお手伝いします。セミナーやコンサルティング、講座
開催など。インスタラクターやセラピストの育成も行っ
ています。

日本メディカルフェムケアアカデミー

「オンライン・ピル処方サービスsmaluna
（スマルナ）」
スマホでピルの相談・診察・処方まで行えるオンライン・ピ
ル処方サービス。時間や場所にとらわれずに診察を受け
ることが可能です。法人向けプログラムとして「スマルナ
for Biz」を展開中。

株式会社ネクイノ

「QOLI Femtech」
組織開発コンサルタント・医師・管理栄養士・パーソ
ナルトレーナーなどの専門家でチームを構成し、経営
層と従業員の課題を照らし合わせ、皆さんの心身の
健康に向けてトータルでサポートするサービスです。

株式会社LYL

「こころコンディショナー」
利用者の「こころを整える」力を引き出す、チャット形
式のストレス対処ツール。その人が本来持っている心
の力を取り戻し、ストレスを自分の味方につけるよう支
援していきます。

NECソリューションイノベータ株式会社

このほか650製品の情報はコチラからチェック ▶︎

https://entry.reedexpo.co.jp/expo/FEMTECH/?lg=jp&tp=press&ec=FEMTECH&em=pre1
https://www.femtech-week.jp/hub/ja-jp/search/23/product.html


ビジネス×フェムテックの特別講演も多数開催

■ 本リリースに関する問い合わせ Femtech Tokyo事務局 広報担当：福島美咲 TEL:048-233-9478

報道関係者各位
Femtech Tokyo事務局

2023年9月20日

2023/10/05(木）14:00~15:00

自由民主堂衆議院議員
Femtech振興議員連盟 事務局長
宮路拓馬

『フェムテック入門〜企業がなぜ「女性のヘルスケア」を考えるべきか〜』 『ビジネスパーソンとしてこれだけは必ず知っておくべき更年期の基礎知識』

2023/10/6（金）10:00～10:45

医療法人社団ウィミンズ・ウェルネス 理事長
対馬ルリ子

元TBSアナウンサー
フリーアナウンサー
堀井美香

特別講演 『フェムテック事業推進に向けた最新戦略

このほか多数の講演を開催！
※順不同 ※敬称略

Femtech Tokyo と同時開催！

経済産業省
経済産業政策局経済社会政策室長
相馬知子 ほか

2023/10/05(木）12:00~12:45

株式会社Cradle
代表取締役社長 マリ尾嵜（スプツニ子！）

NwesPick for WE編集長
川口あい

近年、女性の社会進出に伴い、女性特有のメンタルヘルスの健康課題が取り上げられていますが、「最適な製
品やサービスがわからない」「女性特有の健康課題への知識がない」「具体的なサポート方法がわからない」など、
様々なハードルがあります。これらの課題を、女性のメンタルヘルスケアEXPOで解決できます！

出展サービス

取材申込・最新情報の受取りは こちら

https://entry.reedexpo.co.jp/expo/FEMTECH/?lg=jp&tp=press&ec=FEMTECH&em=pre1
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